家庭礼拝　2011年9月14日　コリント第Ⅱ　10章　
　賛美歌40４　あまつましみず　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌49５　しずけき祈りの
起
9章までの和解と協力の願いに満ちた話とは違って、10章はいきなり対決姿勢になります。この10章からの後は、前にもお話しましたが、第一と第二の書簡の間に出された、涙の書簡が紛れ込んだものではないかとする説が有力なので、それを前提として進めて行きたいと思います。すなわち、ここからは別の話が始まっていることになります。
この対決姿勢に入った背景をこの10章の文脈から探ってみると次のようなことがコリント教会で起こっていたことが推測できます。

ひとつは、あなたがたの間で面と向かっては弱腰だが、離れていると強硬な態度に出る、と言って、パウロを非難している人がいるということです。そして、実際に会ってみると弱々しい人で、話もつまらない、とも言っています。次には、パウロたちのことを肉に従って歩んでいると見なしている者たちが居るということです。さらにはうわべのことだけ見て、自分がキリストのものだと信じきっている人がいることです。それは自分たちのほうが正統だ、自分たちのほうが正しいのだと、自己推薦する者たちが居たということです。このような人々がいる中で、パウロはコリント教会に対して、このような厳しい手紙を書いたのです。単に厳しいだけではなく、パウロにしては恥も外聞もなく切羽詰った気持ちで、厳しく非難していると言ってもよいかもしれません。
このパウロに対していろいろ言っている、非難者のことを考えてみると、この人は、コリント教会の人ではなさそうです。外からコリント教会にやってきた伝道者で、コリント教会の人々に、あなたたちはパウロという間違った伝道者に導かれていると言っているようです。その根拠は、私こそは生きていたときの主イエスに直接教えを与えられた弟子である。パウロは自分では、使徒であるといっているが、一度もイエス様に出会ったことがないのである。パウロたちは自分たちの肉の欲望に従ってそんなことを言い、歩んでいるのだ。パウロは容姿もみすぼらしく、体も小さく貧弱で、変な顔をしている。そして、離れているときだけ強気になるような伝道者だ。あなたたちはこのようなパウロに従うつもりか。とコリント教会の人々に言いふらしているのです。
承
パウロのこの対決姿勢は尋常ではありません、ちょっと度を越している感さえあるのです。ですが、パウロによって、このことは本当に命に代えても守らなければならないことだったのでしょう。では1節からいきなり始まる対決を読んでみましょう。
２コリ 10:1　さて、あなたがたの間で面と向かっては弱腰だが、離れていると強硬な態度に出る、と思われている、このわたしパウロが、キリストの優しさと心の広さとをもって、あなたがたに願います。

　　ここでいきなり、あなたがたの間で面と向かっては弱腰だが、離れていると強硬な態度に出る、と思われている、このわたしパウロという言葉が出てきます。このことは、10節でも繰り返されます。
２コリ 10:10　わたしのことを、「手紙は重々しく力強いが、実際に会ってみると弱々しい人で、話もつまらない」と言う者たちがいるからです。と書かれています。
このことは、パウロがこの言葉に対して、いかに憤りと反発を感じているかを思わされます。ですが、そのことをぐっと飲み込んでこういいます。「キリストの優しさと心の広さとをもって、あなたがたに願います。」パウロは、この言葉によって、この厳しい手紙を、決して感情的な思いや、個人的な思いをもって語るのではなく、キリストの思いをもって語ろうとしているのだということを、強く相手に印象付けようとしています。パウロは人を諭そうとするときにはいつもキリストの優しさと心の広さを思って、諭を与えているのかもしれません。
　パウロはそういいながらも、パウロのことをいわゆる舐めてかかっている人に対して、断固とした態度で臨むことを言いました。2節から6節です。
２コリ 10:2　わたしたちのことを肉に従って歩んでいると見なしている者たちに対しては、勇敢に立ち向かうつもりです。わたしがそちらに行くときには、そんな強硬な態度をとらずに済むようにと願っています。

２コリ 10:3　わたしたちは肉において歩んでいますが、肉に従って戦うのではありません。

２コリ 10:4　わたしたちの戦いの武器は肉のものではなく、神に由来する力であって要塞も破壊するに足ります。わたしたちは理屈を打ち破り、

２コリ 10:5　神の知識に逆らうあらゆる高慢を打ち倒し、あらゆる思惑をとりこにしてキリストに従わせ、

２コリ 10:6　また、あなたがたの従順が完全なものになるとき、すべての不従順を罰する用意ができています。

　パウロはまず、パウロたちのことを肉に従って歩んでいる、とみなして非難している人に対しては勇敢に立ち向かうつもりだといっています。面と向かっては弱腰だ、などとは言わせないといっているのです。そしてパウロたちの戦いは、殴り合いや口論のような肉にしたがって戦うのではなく、神に由来する力で戦うといいました。その力は要塞をも破壊するほどの力だというのです。パウロたちは、理屈を言ったり、高慢になって人を非難するようなものを打ち倒してキリストに従わせるといいました。決して滅ぼすとは言っていないのです。打ち倒す最終目的は、滅亡ではなく、キリストへの従順なのです。私たちにも、戦うときにはこのような勇気とともに、最終目的が、キリストへの従順へと向かわせることであることを、決して見逃してはいけないと思います。そうすれば決して間違いのない戦い方ができるでしょう。もし相手を滅ぼすことを目的にしたならば、私たちも滅びにいたるかもしれません。
そしてパウロは不思議なことを言います。あなた方の従順が完全なものになるとき、すべての不従順を罰する用意ができているというのです。罰は本当に従順な者のみが受けることができるようです。この言葉から私は、イエスキリストの従順を思い起こしました。イエス様は従順であるからこそ、私たちの罪をも受けてくださり、その罰を受けてくださったのだと思いました。本当に罰を受けることのできるものは、悔い改めた、従順な思いを持つものだけが与えられる、特権かもしれません。罰を受けることができるのも、準備ができたものだけに出来ることかもしれません。
そしてパウロは、イエス様が決して一人だけのものではなく、信じるすべての人がイエスキリストのものであることを、こういいました。7節です。
２コリ 10:7　あなたがたは、うわべのことだけ見ています。自分がキリストのものだと信じきっている人がいれば、その人は、自分と同じくわたしたちもキリストのものであることを、もう一度考えてみるがよい。

　パウロは、このパウロたちを非難する人に対して、あなた方はうわべのことだけ見ていますといいました。非難する人というのは、目的が理解したり共感したりすることではないので、内容がどうであっても、うわべの比較だけで相手をねじ伏せようとしてしまいます。この非難者もまた、自分がイエスキリストと直接出会っていることを盾に、自分のほうが正しいと言い、見かけや容姿のことで相手を非難して、自分こそがキリストのものだと思っているわけです。ですがパウロは、イエス様のものになるのは一人だけではなく、信じるすべての人であることを考えてください。私たちもキリストのものであることを、もう一度考えてくださいと訴えているのです。同じ信じるもの同士が、どうして、自分のほうが正しい、自分のほうがイエス様に近いなどと言い争う必要があるのでしょうかと言っているのです。パウロの容姿について書かれている、紀元200年ごろのパウロ・テクラ行伝という本にはこう書かれているそうです。「パウロは背が低く、髪は薄く、足は蟹股で二つの眉毛は切れ目がなく、鼻はやや鉤鼻であったが、体は健康で、はなはだ優雅であった。あるときには人間に見え、あるときには天子の顔のように見えた。」と書かれています。うわべだけではいろいろ言われるようなことがあるのでしょうが、信仰がうわべのものではなく霊的なものであることを思い起こしなさいとも言っているのだと思います。
転
パウロは、自分が少し強く言い過ぎたことに気がついて、このように言いました。8節から12節です。
２コリ 10:8　あなたがたを打ち倒すためではなく、造り上げるために主がわたしたちに授けてくださった権威について、わたしがいささか誇りすぎたとしても、恥にはならないでしょう。

２コリ 10:9　わたしは手紙であなたがたを脅していると思われたくない。
２コリ 10:10　わたしのことを、「手紙は重々しく力強いが、実際に会ってみると弱々しい人で、話もつまらない」と言う者たちがいるからです。

２コリ 10:11　そのような者は心得ておくがよい。離れていて手紙で書くわたしたちと、その場に居合わせてふるまうわたしたちとに変わりはありません。

２コリ 10:12　わたしたちは、自己推薦する者たちと自分を同列に置いたり、比較したりしようなどとは思いません。彼らは仲間どうしで評価し合い、比較し合っていますが、愚かなことです。
パウロは、ちょっと言い過ぎたかもしれないことを気にして、わたしは手紙であなたがたを脅していると思われたくない。と言いました。そしてそれは、決してあなた方を打ち倒すためではなくて、造り上げるためなのですと言いました。パウロの目的は、いつも打ち倒すことではなく造り上げることなのです。そして、脅しに聞こえるそのことは、主が私たちに授けてくださった権威をちょっと誇りすぎたためなのだと言っているのです。そしてそのようなことを言ってしまったのは、わたしのことを、「手紙は重々しく力強いが、実際に会ってみると弱々しい人で、話もつまらない」と言う者たちがいるからです。と言いました。やはり、このことをこだわっていたのです。それで脅しに聞こえるような言い方をしてしまったことを弁解しています。そして本題に戻って、わたしたちは、自己推薦する者たちと自分を同列に置いたり、比較したりしようなどとは思いません。と言いました。自分たちで、自分たちのことを比較して評価しあって、褒めていてもそれは愚かなことでしょう、と言っているのです。この時代の人は、人に信用してもらうのに推薦状がとても大切だったので、このような自己推薦の話が出てくるのです。推薦状がなければ、ほかの人に信用してもらうのは困難な時代でした。
ここで言い争われている問題は、いわば、誇りの問題と自己推薦の問題なのです。そして、パウロは問題を起こしている誇りの問題、自己推薦の問題に対して、このようにその原則をこの様に言い表すのです。まず、誇ることに関しての原則はこうです。
わたしたちは限度を超えては誇らず、神が割り当ててくださった範囲内で誇る
と言うことです。自分がやってもいないことは誇らず、自分に割り当てられて、行った範囲の中だけで誇ると言うことです。これは、コリント教会は、パウロが開拓した、神が割り当ててくださった範囲であることを言っています。そして、パウロたちを非難する伝道者に対しては、自分がやっていないことを誇らないほうがいいということを言っているわけです。パウロは人のやった土台の上に何かをしようという気持ちはさらさらなかったのです。パウロの心はコリントが終わったらローマへ、そしてさらにはスペインへと未開拓の地に福音を述べ伝えることを使命としていたのです。自分が土台を据える事を使命としていたのです。ですから、先ほどの原則を反対に言えば16節の、わたしたちが他の人々の領域で成し遂げられた活動を誇らないことです。と言う表現になってくるのです。これは相手に対しても、そう言っていることなのです。
もう一つの推薦に関する原則はこうです。パウロは声高らかにこういいました。17節と18節です。
２コリ 10:17　「誇る者は主を誇れ。」

２コリ 10:18　自己推薦する者ではなく、主から推薦される人こそ、適格者として受け入れられるのです。

　この言葉の中には、人が最終的に何を求めているのかを考えさせる力があります。そして何を求めなければならないのかを、パウロは言ったのです。
誇るものは主を誇れ、と言いました。誇るものが自分を誇ってはいけないと言うことです。自分を誇ることは、自分を主よりも高いものにしようとする思いにほかなりません。人々の賞賛を、主に対してではなく、自分に対して集めようとする思いなのです。主よりも何よりも、人々の賞賛を受けたいと言う思いが自分を誇る思いの本質なわけです。もし本当に主に従うものならば、主を誇る以外にはありえないのです。ですが私たちもまた、主を誇ることを忘れて、自分を誇りたい誘惑に駆られます。人の賞賛を受けることがどんなに甘い誘惑なのかを思わされます。自分を誇ることが、主をないがしろにすることであることを知らなければなりません。そしてもう一方では主を誇ることのほうが、自分を誇ることよりもさらに高い喜びが与えられるものであることを知らなければなりません。自分を誇るものは、自己推薦するものであり、主を誇るものは主から推薦されるものだからです。主から推薦される人こそ、適格者として受け入れられるからです。主から、あなたはよくやったと言われること、これ以上の喜びはないはずです。ですから、誇るものは主を誇れ。自己推薦するものではなく、主から推薦される人こそ、適格者として受け入れられるのです。をいうパウロの言葉が大きく、重く私たちに迫ってくるのではないでしょうか。
結
　今日の箇所のパウロは、かなりムキになって説き伏せようとしています。これがコリントの教会の人々を悲しませ、こじらせてしまったのかもしれません。わたしは手紙であなたがたを脅していると思われたくない。と言いながら、相手を脅しているようなところがあります。パウロの心情は、なんとしてもコリントの教会の人々を守りたい、と言う気持ちです。後からやってきて、自分のほうが正しいのだと言って、自分を誇るような人にはコリント教会の人々をゆだねたくないと言う思いなのです。パウロの言葉は最後の17節18節に集約されます。
２コリ 10:17　「誇る者は主を誇れ。」

２コリ 10:18　自己推薦する者ではなく、主から推薦される人こそ、適格者として受け入れられるのです。

これこそが、パウロの言いたいことになるわけです。自分を誇ってはいけない。自己推薦してはいけない。誇るものは主を誇り、主から推薦されるものになりなさい。自分を頼みにするのではなく、主に委ねなさいと言うことなのです。私たちもこの言葉をしっかりと抱いて信仰生活を歩んで生きたいと思います。
（1分間黙祷）
（祈り）
天の父なる神様。この集いの恵みに感謝いたします。先週は、岡崎夫妻と白石さんとに久しぶりに会うことができお話ができました。まるで、御殿場教会に戻ったかのようでした。私たちがこの様に集うことが与えられていたことによって与えられた恵みと思い、感謝するものです。
　私たちもまた、パウロのように教会の一部の人と争ったのかもしれません。ですが、パウロのいうように、決して自分を誇り自分の正当性を主張し、自己推薦するのではなく、誇るなら主を誇れと言う言葉に従うことができますように。そして、主によって推薦されることのみを、頼りにし、主に委ねるものでありますように。

　今週は、9.11および3.11の記念の行事がいろいろと催されました。9.11のテロの傷跡は10年たった今でもいろいろな形で、ひずみを生み、世の中に影を落としています。そしてその被災者たちは、今なお悲しみの中にあります。3.11の震災からは半年がたちましたが、今なお、復興が軌道に乗っているとはいいがたい状況です。どのように力を合わせていくのか、私たちの思いが試されるときでもあります。神様、どうかこれらの傷が、あなたによって癒され、私たちがともに生きている喜びと平安を味わうことができますように導いてください。被災者の上に慰めがありますように。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆パウロの誇り

２コリ 10:1　さて、あなたがたの間で面と向かっては弱腰だが、離れていると強硬な態度に出る、と思われている、このわたしパウロが、キリストの優しさと心の広さとをもって、あなたがたに願います。

２コリ 10:2　わたしたちのことを肉に従って歩んでいると見なしている者たちに対しては、勇敢に立ち向かうつもりです。わたしがそちらに行くときには、そんな強硬な態度をとらずに済むようにと願っています。

２コリ 10:3　わたしたちは肉において歩んでいますが、肉に従って戦うのではありません。

２コリ 10:4　わたしたちの戦いの武器は肉のものではなく、神に由来する力であって要塞も破壊するに足ります。わたしたちは理屈を打ち破り、

２コリ 10:5　神の知識に逆らうあらゆる高慢を打ち倒し、あらゆる思惑をとりこにしてキリストに従わせ、

２コリ 10:6　また、あなたがたの従順が完全なものになるとき、すべての不従順を罰する用意ができています。

２コリ 10:7　あなたがたは、うわべのことだけ見ています。自分がキリストのものだと信じきっている人がいれば、その人は、自分と同じくわたしたちもキリストのものであることを、もう一度考えてみるがよい。

２コリ 10:8　あなたがたを打ち倒すためではなく、造り上げるために主がわたしたちに授けてくださった権威について、わたしがいささか誇りすぎたとしても、恥にはならないでしょう。

２コリ 10:9　わたしは手紙であなたがたを脅していると思われたくない。
２コリ 10:10　わたしのことを、「手紙は重々しく力強いが、実際に会ってみると弱々しい人で、話もつまらない」と言う者たちがいるからです。

２コリ 10:11　そのような者は心得ておくがよい。離れていて手紙で書くわたしたちと、その場に居合わせてふるまうわたしたちとに変わりはありません。

２コリ 10:12　わたしたちは、自己推薦する者たちと自分を同列に置いたり、比較したりしようなどとは思いません。彼らは仲間どうしで評価し合い、比較し合っていますが、愚かなことです。

２コリ 10:13　わたしたちは限度を超えては誇らず、神が割り当ててくださった範囲内で誇る、つまり、あなたがたのところまで行ったということで誇るのです。

２コリ 10:14　わたしたちは、あなたがたのところまでは行かなかったかのように、限度を超えようとしているのではありません。実際、わたしたちはキリストの福音を携えてだれよりも先にあなたがたのもとを訪れたのです。

２コリ 10:15　わたしたちは、他人の労苦の結果を限度を超えて誇るようなことはしません。ただ、わたしたちが希望しているのは、あなたがたの信仰が成長し、あなたがたの間でわたしたちの働きが定められた範囲内でますます増大すること、

２コリ 10:16　あなたがたを越えた他の地域にまで福音が告げ知らされるようになること、わたしたちが他の人々の領域で成し遂げられた活動を誇らないことです。

２コリ 10:17　「誇る者は主を誇れ。」

２コリ 10:18　自己推薦する者ではなく、主から推薦される人こそ、適格者として受け入れられるのです。
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